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★ 岩手産業保健推進センター メールマガジン 第４７号        ☆ 
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 いつも岩手産業保健推進センターをご利用いただきありがとうございます。 

 ようやく、朝晩は涼しくなってきました  ～～～ 

 スポーツの秋、食欲の秋、読書の秋、皆さんはどのような秋を過ごされますか 

  

    岩手産業保健推進センター／メンタルヘルス対策支援センター 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

         ◆◇◆◇◆◇  コラム  ◇◆◇◆◇◆ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

            メンタルヘルス対策支援センター 菊地優子促進員 

 

 ２年ぶりに再出発した被災地の安全大会！ 

 

 震災１年６カ月が過ぎ、沿岸の企業もようやく動き出した。 

 昨年できなかった安全大会も、陸前高田市、大船渡市で２年ぶりに開催され、 

岩手産業保健推進センター・メンタルヘルス対策支援センターでは、特別講演 

を依頼され、「支えあおう心といのち」という題材でお話させていただいた。 

 

 震災後１年半経ったとは思えない状況の中で、主催者は頑張っている。 

 被災地の建設会社は、本来の建設業務はまだまだできていない。 

 なぜなら、瓦礫撤去も地盤整備も進んでいないのだ。 

 

 建設業界の作業は、専ら、瓦礫の処理作業の委託作業らしい。 

 関連会社が数社加わり、瓦礫の分別撤去に奮闘している。 

 そこに仮設のご婦人たちも駆り出され瓦礫の分別に当たっている。 

 「仕事があればなんでもいい」と自分に言い聞かせ毎日出かけてくると言う。 

 「稼げる所があるだけでも前に進める」と口では言うものの、苦しい発言の 

ように聞こえる。いかつい防塵マスクを着けての作業。住みなれた地域の瓦礫 

分別は、やはり酷なものがある。 

 

 分別中に孫の靴のようなものを見つけると、悲しくなる。泣きたくなる。 

 泣いてはいけないと思っても涙が止まらない……… 

 

 「作業中に泣くな。」と同僚に注意されると「あんたに何が分かる！」と 

八つ当たり、喧嘩が始まる。 

 一度喧嘩が始まると始末に終えないとリーダーは嘆く。 

 双方の言い分が理解できるから辛いという。 

 



 家屋敷が無くなってしまったことには、あきらめもつくが、家族の震災死別は 

あきらめられない。苦しい……特に子供との別れは、忘れられないのは当然であ 

る。子を持つ親なら誰でもその苦しみ・悲しみは痛いほどわかる。 

 その悲しみ・苦しみに対して私たちは寄り添う事しかできない…… 

 

 大震災から１年半。被災者の思いに温度差が大きく出てきている。 

 １年半といえども昨日の事のように思えるのは私だけだろうか？ 

 

 ２年ぶりの安全大会に参加している殆どが被災者で、仮設に住んでいる労働者 

である。 

 被災１ヵ月目から現地の状況を見てきた。全て流された陸前高田の市内。 

 生きているのが不思議なくらいの惨状。 

 

 「支えあおう心といのち」を講演しながら聴講者の顔をみるのが辛かった。 

 震災後１年半経ったが、まだまだ片付かない被災地で、被災者自ら瓦礫分別し 

ている。 

 「絶対に忘れないでほしい。頑張っている東北被災地、被災者を！」 

と叫びたくなる安全大会でした。 

 

  

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 

 

★このメールは、配信専用アドレスからお送りしておりますので、このまま返信 

 しても受付けできませんので、ご注意願います。 

 

★メールマガジンの配信申込みは、当センタートップページからどうぞ。 

    ≫≫≫ http://www.sanpo03.jp/ 

 

★メールアドレスの変更、配信停止などにつきましては、 

 http://www.sanpo03.jp/mailform/example.html「お問合せメールフォーム」 

 のご用件欄にご希望事項を記載の上、お送り下さい。 

 

★ご意見、ご要望、お問合せ等につきましても、「お問合せメールフォーム」 

 にてお願いいたします。 

 

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 

 

独立行政法人労働者健康福祉機構 岩手産業保健推進センター 

 

020-0045 岩手県盛岡市盛岡駅西通２丁目９－１マリオス１４階 

 電話 019-621-5366 ／ FAX 019-621-5367 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://www.sanpo03.jp/       E－mail  iwate@sanpo03.jp 


